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内容の要旨および審査の結果の要旨
左房は，肺静脈からの流入血を貯留する貯留槽としての機能と，肺静脈と左室をつなぐ導管としての機
能と，左室に血液を駆出すろポンプとしての機能とを有する。左房は左室の血液充満に密接に関与してお
り，左室伸展性の低下による左室流入抵抗の増大を主病態とする肥大型心筋症における左房の働きは重要
である。著者は，心愁訴をもって左室造影の対象となり，正常と判定された対照者14名，高血圧症13名お
よび肥大型心筋症18名について，左室造影像上の拡張期左室流入分画の解析を行なった。次に，対照者５
名，高血圧症６名および肥大型心筋症11名を対象として，左房の庄一容積曲線を作成し，左房のポンプ機
能，貯留機能および導管機能について検討した。左房の収縮性を反映するポンプ機能に関しては，左房の
前負荷，後負荷および駆出性の面から検討した。また左房の拡張性を反映する貯留機能に関しては，左房
の本質的な硬さを表わす，左房腔硬さ定数を求め検討した。得られた成績は次の如く要約される。①左室
造影像を用いた左室流入分画の検討では，高血圧症では拡張早期左室充満の低下が心房収縮期の左室充満
の増大によって代償されていたが，肥大型心筋症では心房収縮期の代償が低下していた。②左房圧一容積
曲線によるポンプ機能に関する検討では，高血圧症では，左房後負荷の増大に対し左房前負荷が動員され
左房駆出性が増大していたが，肥大型心筋症では，左房前負荷の増大にもかかわらず左房駆出性の増大が
不十分であり，左房の後負荷不整合により左房ポンプ機能の冗進の限界に達していると考えられた。③左
房圧一容積曲線による貯留機能および導管機能に関する検討では，肥大型心筋症において左房腔の硬さの
増大が認められた。左房腔の硬さの増大は左房の貯留機能および心拍出量の低下をもたらしていた。また
肥大型心筋症では左房の導管機能が冗進していることが推察された。
以上，肥大型心筋症では，左室拡張性の低下により左房の後負荷不整合を生じ，左房ポンプ機能不全の
状態に陥ると考えられた。さらに左房腔の硬さの増大により左房貯留機能も低下しており，左房不全の状
態に近づいているものと考えられた。本論文は，従来注目されていなかった肥大型心筋症における左房の
血行動態を貯留，導管，ポンプの３機能に分けて詳細に検討し〆左房機能不全に至るメカニズムを明らか
にした点において循環器学上有意義なものと評価された。
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